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北海道十勝平野北部,東 居辺の鳥類

川辺 百樹1)

BirdsofHigashioribe,thenorthernpartofTokachiPlane,Hokkaido

MomokiKAWABE1)

は じ め に

十勝 地方 で は,こ れ まで い くっ か の地域 の鳥類 相

が報 告 され る(関 口1963,川 辺1975,藤 巻1980,

飯 嶋1986,佐 藤1995,比 企1997,飯 島1998,浦

幌 野 鳥 倶 楽 部2000)と と も に個 人 の観 察 記 録 が

と りま とめ られ て お り(藤 巻 ・橋 本 編1987),鳥

類 相 の概 要 は ほ ぼ明 らか に な って い る.し か し,

ま だ十 分 調 査 が 行 なわ れ て い な い地 域 も多 い.特

に十 勝 平 野 北 部 の鳥 類 相 につ い て は これ ま で報 告

が され て い ない.ま た種 の分布 状 態 が明 らか にな っ

て きた もの の 分 布 要 因 につ いて の 考 察 は緒 に就 い

た ば か りで あ る(川 辺2004a).

そ こで本 稿 で は十 勝 平野 北部 の上士 幌 町東 居辺 に

お い て1975年 か ら2004年12月 ま で に観 察 した鳥 類

にっ い て報告 す る とと もに森林 性鳥 類 の エ ゾム シク

イP勿1103cρ ρ〃3'θηθ11ψε3・ウ グ イ スCθ'"α4ψ 加 ηε

co〃'oη5の分 布 要 因 に っ い て考 察 す る.ま た北 海道

で は分 布 が 限 られ て い る イ カ ル チ ド リC肋m謝 〃5

Plooノぬ3/9ρo耽 〃3の 生 息 地 選 好 性 と分 布 要 因 につ

いて も考 察 す る.

調査地と観察方法

調査地は,上 士幌町市街地の東方約6kmの 居

辺川流域である(図1).居 辺川は,十 勝平野北

部士幌台地 と押帯台地を画 して東に流れ利別川に

合流する流路延長約33.5kmの 河川である(北 海

道土木協会1995).こ の川は居辺断層に沿 って流

れ,下 刻が著 しいため,流 域は谷地形 となってい

1)ひ が し大 雪 博 物 館080-1403北 海 道 河 東 郡 上 士 幌 町 字 糠 平

Kamishihoro-cho,Hokkaido,080-1403,Japan

る.調 査 地 で の 谷 底 と段 丘 面 の 比 高 は最 大 で60m

ほ ど に な る.こ の よ うに調 査 地 は十 勝 平 野 に含 ま

れ る(小 疇2003)も の の,急 峻 な段 丘 崖 を もち地

形 は起 伏 に富 ん で い る.ま た居 辺 川 は 山地 に源 流

を も たず 扇 状 地 を形 成 しな いが,側 刻 に よ り古 期

扇 状 地 礫 層(北 居 辺 礫 層:十 勝 団 体 研 究 会1978)

か ら多量 の 砂 礫 が 供 給 され る ため,砂 礫 の 川 原 を

もち,網 状 流 河 川 とな って い る(図2).

河 道(高 水 時 に 流路 とな る と こ ろ)に は増 水 に

よ って砂 礫 が移動 し,流 路 が遮 断 され て で きた止水

に近 い水 域 も点 在 す る.河 道 の両 岸 は や や段 丘 化

した 氾 濫 原 とな って お り,ケ ヤ マ ハ ンノ キ 濯 η〃3

乃'π蹴o・ ヤ ナ ギi類501㍑SPP・ ヤ チ ダ モF7α κ'η〃3

脚 ηみ加7'cα な ど か らな る河 畔林 が成 立 して い る.

この河 畔 林 の 中 にか つ て の河道(旧 河 道)が あ り,

緩 や か な 流 れ と な って い る.両 岸 の 段 丘 崖 の下 部

に は湧 泉 が 各 所 に あ り,こ こか ら湧 水 が 居 辺 川 に

流 れ込 ん で い る.ま た 氾 濫 原 の 河 畔 林 を 伐 開 した

と ころ に グ ラ ン ドや農 地(主 に牧草 地)が あ り,

小 学 校 や農 家 が点 在 す る.一一部 に カ ラマ ッの 人工

林 もあ る.段 丘 崖 の,特 に急 傾 斜 地 に は大 径 木 が

抜 き切 りさ れ て い るが,本 来 の落 葉 広 葉 樹 の天 然

林 が 残 って い る.

居辺 川 の町境(北 緯43011/42～ 東経143。22/47";

図1のA)付 近 か ら東 居 辺 橋(北 緯43013/32",

東 経134022/36";図1のB)付 近 まで の河 道 沿 い

に約1000mの 幅 を 観 察 対 象 と した .調 査 面 積 は

約3.5km2で あ る.標 高 は200mか ら260mに 及 ぶ.

上 士 幌 町 市 街 地(標 高270m)に あ るAMeDAS

HigashiTaisetsuMuseumofNaturalHistory ,Nukabira,
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図1.調 査 位 置 図.A:東 居 辺 橋B:町 境 界

Figure.1.Locationofstudysite.A:Theboundaryof

town,B:TheHigashioribebridge

図2.調 査 地 の 空 中 写 真.

Figure.2.Theaerialphotographatthe

studyarea.

(ア メ ダ ス)上 士 幌 観 測 点 の気 象 デ ー タに よ る と,

1979～2000年 の年 平 均 気 温,年 平 均 降 水 量 は そ れ

ぞ れ5.4℃,896.6mmで あ った.

調 査 は1975年5月 か ら2004年12月 まで行 な った.

この うち1980年 か ら1983年 まで は冬 季 も含 δ6421日

調 査 を行 な った.そ れ以 外 の年 の調 査 日数 は,繁 殖

期 を中心 に年 平 均6日 ほ どで あ った.観 察 にあ た っ

て は双 眼鏡(8倍)と 望 遠 鏡(25倍)を 使 用 した.

士
口

糸 果

本 調 査 地 で は113種 の鳥 類 が 記 録 され た.こ の

う ち 「十 勝 と釧 路 の 野 鳥 」(藤 巻 ・橋 本 編1987)

の 分 布 図 に生 息 が 記 され て い な い種 は,次 の25種

で あ る.

アオ サギ ・マガ モ ・ヒ ド リガモ ・オ ナ ガガ モ ・エ

ゾ ライチ ョウ ・ア リス イ ・アカ ゲ ラ ・コア カゲ ラ ・
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コゲ'ラ・ヒバ リ ・ヒヨ ドリ ・ミソサザ イ ・ノ ゴマ ・

コル リ ・ツ グ ミ ・ヤ ブサ メ ・キ クイ タ ダキ ・コサ

メ ビ タキ ・オ オ ジ ュ リン ・ア ト リ ・ウ ソ ・ゴ ジ ュ

ウカ ラ ・カ シ ラ ダカ ・シマ ア オ ジ ・ ミヤ マ カ ケ ス

以 下,種 ご とに生 息 状 況 を述 べ る.種 の配 列 と

学 名 は,日 本 鳥 類 目録 改 訂 第6版(日 本 鳥 学 会

2000)に 従 う.

ア オ サ ギ 痴dea伽eハea/oσylClark

一・時 的 に飛 来 し
,営 巣 は して い な い.こ こ か ら近

い 繁 殖 コ ロ ニ ー は 上 士 幌 町 萩 ケ 岡(北 西 約9km)

と 足 寄 町 芽 登(北12km)で あ る.

1976.6.15/1981.5.14/1982.6.3/1993.3.14/1997.5.

7/2003.5.3/2004.5.11

ハ ク チ ョ ウ 属 種Cygη αssp.

1例 の 記 録 が あ る の み.周 辺 で の 観 察 例 か ら オ

オ ハ ク チ ョ ウC(ッgη 〃5の 可 能 性 が 高 い.

1999.4.30南 西 か ら北 東 へ2羽 飛 翔

オ シ ド リ 勘(ga'e〃s〃1afa(Linnaeus)

4月 か ら5月 に 観 察 さ れ た が,営 巣 に つ い て は

未 確 認.

1977.5.22σ 刀1♀1/1982.5.4♂1/1983.4.9♂1♀1

/1994.5.13♂1/1994.5.9♀1

マ ガ モ ハηasρ 伯躰 力yηcんosρノa躰わyηc力osLinnaeus

巣 や ヒ ナ は 発 見 さ れ て い な い が,調 査 地 あ る い

は そ の 周 辺 で 営 巣 し て い る 可 能 性 が 高 い.

1976.6.29/1976.7.7/1981.3.26♂1♀1/1982.3 .22

3刃 Σ1/1983.8.77刃 刃/1984.3.14♂1♀5/1985.5.9♂

1/1990.4.12♀1/1995.12.19/1996.4.15♂1♀1/

1998.4.6♂1♀1/2001.4.16♂2♀2

コ ガ モ 細ascハeccacハeccaLinnaeus

秋 か ら春 に 飛 来 す る.

1980.9.14♀1/1982.10.102Σ 月/1982.12.309刃 ヨ

/1982.4.294刃 ヨ/1984.10.78コ 刃

ヒ ドリ ガ モ ハηasρeηeloρeLinnaeus

1例 の 記 録 が あ る の み.

1982.10.181ヨ ヨ

オ ナ ガ ガ モ ハηasacαfaacσfaLinnaeus

春 と秋 に 各1例 の 記 録 が あ る の み.

1982.10.18♀1/1998.4.6σ71

ホ オ ジ ロ ガ モBωceρ 舶 伯c伯 ηgu,ac,aηg〃1a

(Linnaeus)

1例 の 記 録 が あ る の み.

1977.2.16♂1

カ ワ ア イ サMeハ9αsmeハgaηsercomafαsSalvadori

ヒ ナ は 観 察 さ れ て い な い が,調 査 地 周 辺 で 営 巣

して い る 可 能 性 が あ る.

1976.6.15♀1/1980.5.30♀1/1981.2.26/1989.6.

9/1990.5.17♂1♀1/1993.5.6♂1♀1/1994.5.7♂1

♀1/1996.5.221刃 刃/1997.4.26♂1/1997.5.21♀1/

1997.5.7♂1♀1/1999.4.302刃 ヨ/2001.5.21♀1

ミ サ ゴPaη(ガoη んa〃aefαs舶 伯efσs(Linnaeus)

1例 の 記 録 が あ る の み.

1981.4.81羽 飛 翔

ト ビ ル〃ルαsm尾1raηs〃 ηeafαs(Gray)

厳 冬 期 に は ほ と ん ど見 ら れ な くな る.2箇 所 で

巣 が 確 認 さ れ て い る.

1976.5.15/1980.12.17/1982.3.25交 尾/1983.2.11

1刃 ヨ/1993.3.13/1993.3.28/1993.4.163っ 力弍い/

1993.4.16♂1♀1/1997.5.21巣 材 運 び/2004.5.19

オ ジ ロ ワ シHa佑eefσsa伽c〃aa伽c〃a(Linnaeus)

2例 の 記 録 が あ る の み.

1981.12.281羽 飛 翔/1992.4.131羽 飛 翔

オ オ タ カ バcc4)1fergeη 酬s勘llyamaeSwann&

Hartert

しば しば 餌 を 運 ぶ の が 観 察 さ れ て お り,調 査 地

の 周 辺 で 営 巣 して い る と 考 え られ る .

1980.5.30/1980.6.2餌 運 び/1980.7.14/1980.9.27

/1981.3.19/1981.4.25/1981.5.14/1981.6.20餌 運 び

/1981.7.13餌 運 び/1981.7.24キ ジ バ ト捕 殺/1981.

7.30餌 運 び/1981.11.24/1982.4.21/1982.6.30/1982 .

10.3/1983.3.21/1983.5.4イ ソ シ ギ 捕 殺/1985.5.3/

1990.5.30/1990.7.12餌 運 び/1992.5.7餌 運 び/1996 .

4.13/1997.5.26/2003.5.15

ツ ミAcc孝)'fergα'a〃sgα1a〃s(Temminck&Schlegel)

2例 の 記 録 が あ る の み.

1976.6.61刃 ヨ/1984.5.31♂1♀1

ハ イ タ カAcc㌍1fem后 αsη芯os〃η恥(Tickell)

周 年 生 息 す る.餌 を 運 ぶ の が 目 撃 さ れ て い る こ

と か ら,調 査 地 あ る い は そ の 周 辺 で 営 巣 して い る

と 考 え ら れ る.

1980.6.12ム ク ド リ幼 鳥 捕 殺/1981.2.27/1981 .12.

23/1982.3.14/1982.7.17/1982.12.12/1983.6.5食 耳運

び/1992.5.2/1993.4.16/2002.5.10
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ノ ス リBσfeo加feo/aρoη1cσsTemminck&SchlegeI

周 年 生 息 す る が,営 巣 は 未 確 認.

1981.12.16/1982.2.22/1984.5.12/1984.10.7/1992.

5.2/1993.4.28/2003.5.153コ コ/2004.5.19

ク マ タ カSμzaefσsη4)a'eηslso〃eηfa侮(Temminck

&Schlegel)

1例 の 観 察 が あ る の み.羽 色 か ら こ の 個 体 は 前

年 生 ま れ と 判 断 さ れ,偶 然 的 飛 来 と 考 え ら れ る.

1984.4.1若 鳥1

チ ゴ ハ ヤ ブ サFa,cosαb加feosubbαfeoLinnaeus

周 辺 か ら採 食 の た め 飛 来 し た ら し い.

1976.7.7/1980.5.30/1980.6.8/1980.7.31/1980.8.

1/1981.5.20/1981.7.4/1985.6.20

エ ゾ ラ イ チ ョ ウ τefrasfesboηas'avlc酌'fasRiley

河 畔 林 と カ ラ マ ッ林(人 工 林)に ま れ に 出 現 し

た.営 巣 は 未 確 認.

1980.7.171/1980.9.28/1980.11.7/1981.4.13/

1982.8.7

タ ン チ ョ ウG川s/aρoηeηs's(Muller)

1例 の 記 録 が あ る の み.若 鳥3羽 が デ ン トコ ー

ン畑 に飛 来 し た(川 辺1985).

1983.6.18若 鳥3羽

イ カ ル チ ド リC力a旧d〃 αsρ'addσs/aρoηlcαs

Mishima

1983年 に 幼 鳥 が 保 護 さ れ,1990年 に 営 巣 に 伴 う

警 戒 行 動 が 観 察 さ れ た.巣 は 発 見 し て い な い が,砂

礫 川 原 で 繁 殖 す る こ と は 確 実 で あ る.1981-1982

年 冬 と1982-1983冬 に は 越 冬 が 確 認 さ れ て い る.

冬 季 お よ び 夏 季 と も活 動 域 は 河 道 内 の 流 路 の 水 辺

で あ る.ア オ シ ギ の よ う に 河 畔 林 の 小 さ な 流 れ で

行 動 す る こ と は な い.

1980.3.29/1980.9.2/1981.3.14/1981.3.19/1981.9.

11/1981.12.27/1982.1.7/1982.1.13/1982.2.1/1982.

3.11/1982.3.17/1982.3.232刃 刃/1982.12.4/1982.12.

10/1982.12.262ヨ ヨ/1983.1.172Σ 同/1983.1.203

羽/1983.1.20/1983.3.274羽/1983.6.26幼 鳥 保 護

/1983.8.7/1984.4.23/1984.5.5/1984.5.122刃 刃/1989.

5.17/1989.6.5/1989.6.9/1990.4.125ヨ>」/1990.7.6/

1990.5.17警 戒/1990.5.18/1990.5.30警 戒/1990.6.

12警 戒/1993.3.14/1993.3.29/1993.4.16/1993.4.28

/1996.4.15/1996.5.8/1996.5.22/1997.4.26/1998.4.

29/1998.4.6/1999.4.302刃 刃/2001.4.16/2002.5.3/

2004.4.20

夕 力 ブ シ ギ τ〃ηgaglareo'aLinnaeus

1例 の 観 察 が あ る の み.

1980.5.153コ コ

キ ア シ シ ギHefeハosce'αs加eWρes(Vieillot)

5月 に し ば し ば 観 察 さ れ る.渡 り の 時 期 の 一 時

的 飛 来 と考 え ら れ る.

1980.5.15/1980.5.24/1982.10.3/1982.5.192刃 ヨ/

1982.5.192刃 コ/1982.5.28/1997.5.7

イ ソ シ ギAcf'お 棚ρ01eαcos(Linnaeus)

夏 鳥.川 原 に 営 巣 す る.イ カ ル チ ド リが 開 け た

砂 礫 の 裸 地 を 好 む の に 対 し,本 種 は幾 分 植 物 に 覆

わ れ た 川 原 を 好 む.1980年 と1982年 に 営 巣 を 発 見

し,1980年 の 艀 化 日 は6月12日 で あ っ た.

1976.5.152羽/1980.5.13卵4個/1980.6.12ヒ

ナ2羽 卵2個/1980.9.10/1981.4.11/1982.6.4抱 卵

/1983.4.9/1989.5.17/2004.4.25

ヤ マ シ ギSco'oρaxrusf'co'aLinnaeus

営 巣 は 未 確 認.

1976.6.73>1Σi飛 菲羽/1976.6.8/1976.6.15/1976.6.

16

タ シ ギGa〃 ηagoga〃 ηagoga〃 加ago(Linnaeus)

1例 の 観 察 が あ る の み.

2001.4.161刃 ヨ

オ オ ジ シ ギGa伽agoんa耐wlck〃(Gray)

夏 鳥.牧 草 地 に生 息 す る.営 巣 は 未 確 認.

1977.5.10/1981.4.25/1983.4.25/2004.5.11

ア オ シ ギGa伽agoso〃fa〃alaρoηlca(Bonaparte)

冬 鳥.河 畔 林 の 湧 泉 か らの 流 れ で 見 られ る こ と

が 多 い.生 息 数 は 多 く な い.

1980.12.10/1980.12.29/1981.1.9/1981.3.9/1983.

1.20

キ ジ バ トSf陀 ρfoρe'伯o〃eηfa〃so〃eηfa侮(Latham)

農 地 に よ く 出 現 す る.河 畔 林 の 林 縁 部 で 営 巣 が

確 認 さ れ て い る.

1975.5.14/1980.9.19/1981.3.30/1989.5.10/1993.

4.14/2003.5.10抱 卵/2004.5.11

ア オ バ トSρ 力eησruss'ebo1(ガ's'eわo'd〃(Temminck)

夏 季 の 一 時 期 見 ら れ る.営 巣 は 未 確 認.

1976.6.21/1981.6.1/1982.6.6/1998.6.13/2001.5.

21

ジ ュ ウ イ チCαcσ'αs血gaxんyρe酌yGould
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5月 下 旬 に 渡 来 す る.1992年 以 降 確 認 さ れ て い

な い.コ ル リ に 托 卵 す る と 考 え られ る.

1977.5.22/1980.5.30/1981.5.21/1982.5.24/1983.

6.8/1985.6.20/1990.5.18/1991.5.20

カ ッ コ ウCucσ'αscaηo川sfe1θ ρんoηαsHeine

5月 下 旬 に 渡 来 す る.バ ク セ キ レ イ と セ グ ロ セ

キ レ イ へ の 托 卵 が 確 認 さ れ て い る.

1976.6.14/1977.5.22/1980.5.24/1981.5.22/1981.

7.23バ ク セ キ レ イ に 托 卵/1982.6.4セ グ ロ セ キ レ

イ の 巣 で 産 卵/2004.5.19

ツ ツ ド リCucσ'ussafura紺shors汀eld'Moore

5月 中 旬 に 渡 来 す る.ウ グ イ ス に 托 卵 す る 可 能

性 が あ る が,未 確 認.

1976.6.15/1980.5.13/1981.5.16/1982.5.15/1983.

5.11/1985.5.12/1996.6.10/1998.5.21/2001.5.21/

2004.6.13

コ ノ ハ ズ クOfαsscoρs/aρoη1cαsTemminck&

Schlegel

1981年 と1982年 に 記 録 さ れ た が,そ の 後 生 息 は

確 認 さ れ て い な い.

1981.5.13/1981.6.6/1981.6.7/1982.5.24

エ ゾ フ ク ロ ウS師xu名a'eηs's/aρoη'ca(C'a欣)

1例 の 記 録 が あ る の み.

1982.3.251刃 Σi

ヨ タ カCaρ 〃mα@αs加(ガcαslofaκaTemminck&

Schlegel

1例 の 記 録 が あ る の み.

1976.6.8

ハ リオ ア マ ツバ メH吻 ηdaραSCaσdaCσfαSCaUdaCσf〃S

(Latham)

2例 の 記 録 が あ る の み.

1981.6.1/1983.6.8

キ タ ア マ ツ バ メAρusρac'加usρac'加us(Latham)

1例 の 記 録 が あ る の み.

1983.6.8

エ ゾ ヤ マ セ ミCelyle'σ9α わ〃sρa〃daMomiyama

営 巣 は 未 確 認.1985年 以 降 記 録 さ れ て い な い .

1976.5.152刃 ヨ/1977.2.16/1981.1.11/1981 .2.6/

1981.2.6/1981.8.27/1984.6.28

カ ワ セ ミ 測cedoaff儒 わeηgaleηs応Gmelin

1990年 に 営 巣 が 確 認 さ れ た が,調 査 地 付 近 は網

状 流 と な っ て お り,河 岸 に カ ワ セ ミの 営 巣 に 好 適

な 粘 土 質 の 小 崖 が 乏 し い.こ の た め 本 種 の 営 巣 に

は 好 適 で は な い.

1989.5.17/1990.5.18巣 に 出 入 り/1991.5.20/1991.

6.19/1994.5.13

ア リ ス イJyηxfoハqσ 照a/aρoη1caBonaparte

3例 の 記 録 が あ る の み.1987年 に は 繁 殖 した と

考 え ら れ る.

1982.7.23/1984.6.24/1987.7.11給 餌

ヤ マ ゲ ラP'cωsca側s/essoeη 諮Sf(珈eger

3例 の 記 録 が あ る の み.

1983.4.9/1985.6.4♂1/1992.4.13

ク マ ゲ ラDlyocoρusmaπ'usmaπ'us(Linnaeus)

分 散 個 体 が 一 時 的 に 飛 来 し た と考 え ら れ る.地

元 の 人 に よ る と,こ こ か ら10kmほ ど 下 流 で か っ

て 繁 殖 して い た と い う.

1982.3.20/1982.3.23

エ ゾ ア カ ゲ ラDeηdmcoρosm句or/aρo肋 αs

(Seebohm)

周 年 生 息 し,営 巣 す る.

1980.11.12/1981.1.9/1985.5.9巣 穴 掘 り/1991.6 .

24警 戒/2003.5.3

エ ゾ オ オ ア カ ゲ ラDeηdmcoρos/eucofossαbc溜s

(Stejneger)

落 葉 広 葉 樹 林 で 営 巣 す る.

1976.8.14/1980.5.30/1990.5.17/1990.5.30/1990.

6.12/1993.5./2004.5.19給 餌

コア カゲ ラDeηdハocoρosm加oramα ハeη誌(Buturlin)

繁 殖 の 可 能 性 は 大 き い が,営 巣 は 未 確 認.

1980.9.13♂1♀1/1981.4.24/1981.6.15/1989 .5.

17

エ ゾ コ ゲ ラDeηdmcoρosκz脚 伽ae(Taka-

Tsukasa)

周 年 生 息 す る が,営 巣 は 未 確 認.

1980.10.30/1980.12.15/1983.1.3/1985.5.23/1992 .

5.12/1993.5.21/1998.4.29

ヒバ リAlaudaa∫veηslS/aρoη'ca71emmlhck&

Sc力1ege1

夏 鳥.営 巣 の 可 能 性 が 高 い が 未 確 認 。

1980.9.133ヨ ヨ/1981.6.20/1990.5.9

シ ョウ ドウ ツバ メ 尺4ρa〃a〃ρa〃a〃mae(Lonnberg)

3例 の 観 察 記 録 が あ る の み.周 辺 か ら採 食 の た

め 飛 来 す る.
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1976.6.2/1981.4.24/1989.6.9

イ ワ ツ バ メDe〃cんoη σめ'cadasyρ σs(Bonaparte)

周 辺 か ら採 食 の た め 飛 来 す る.

1985.5.23/1989.6.9/1996.5.223ヨ ヨ

キ セ キ レ イMofac〃ac1ηereambαsfa(Brehm)

夏 鳥.居 辺 川 沿 い の 崖 地 で 営 巣 す る.

1981.3.30/1990.5.17営 巣/1990.5.18営 巣/1990.

5.21営 巣/1991.5.24営 巣/1997.4.26営 巣/1997.5.

7営 巣/2000.5.12

バ ク セ キ レ イMofac〃aa'ba'σgesGloger

物 置 や 牛 舎 な ど 建 物 に 営 巣 す る.調 査 地 内 で は

年 に最 大4っ が い が 営 巣 す る.冬 季 に も ま れ に 見 ら

れ る が,繁 殖 個 体 が 留 ま る わ け で は な い こ とが 標 識

個 体 の 追 跡 に よ り 確 認 さ れ て い る(川 辺2005a).

1976.7.2/1980.12.10/1982.3.25/1985.5.23/2004.

5.11/2004.12.12

セ グ ロ セ キ レ イMofac〃'agraηd后Sharpe

標 識 個 体 の 追 跡 に よ り 川 原 に 周 年 生 息 す る こ と

が 明 ら か に な っ た(川 辺2005b).主 に 流 木 に 営

巣 す る.1981年 に6つ が い の 繁 殖 が 記 録 さ れ て い

る.1976年 に バ ク セ キ レ イ と の 異 種 間 っ が い が 発

見 さ れ た(川 辺1978).

1975.5.14/1981.8.22淡 水 エ ビ採 食/1991.6.14丸

太 に 営 巣/1996.4.15物 置 に 営 巣

ビ ン ズ イ ハη伽shodgsoη 酌odgsoηlRichmond

夏 鳥.営 巣 の 可 能 性 が 高 い が,未 確 認.

1980.9.13/1981.4.29/1985.6.20/1990.5.9/1994.5.

13/2000.5.12

タ ヒ バ リ ハηf加ssρ'ηo'effa/aρoη'cus(Temminck

&Schlegel)

渡 り時 期 に 飛 来 す る.

1981.4.14/1982.10.1811Σ 珂/1982.4.19/1982.5.8/

1987.4.13

ヒヨ ドリHyρs4)efesamaσm'1Samaαmf'sTemminck

周 年 生 息 す る.幼 鳥 が 観 察 さ れ た こ と か ら営 巣

し て い る と考 え ら れ る.

1976.6.29/1980.5.13/1980.12.29/1981.1.21/1984.

5.27/1987.7.11幼 鳥/1987.8.9/1989.6.5/1990.4.12

6ヨ 刃/1992.5.12/1993.5.21/1995.5.18/1997.5.21/

1999.5.15/2001.5.21/2003.5.10

モ ズLaη'αs加ceρ 力a'αs加ceρ わalusTemminck&

Schlegel

夏 鳥.営 巣 が 確 認 さ れ て い る.

1976.7.2/1980.7.9/1980.9.27/1981.4.6/1981.8.21

/1983.4.11/1985.6.4/1987.5.19/2000.5.10

ア カ モ ズLaη'σsc〃sfafussα ρercl〃osusLatham

1例 の 記 録 が あ る の み.

1983.6.8

オ オ モ ズLaη1αsexcα わlforわ泊ηc力〃Hartert

1例 の 記 録 が あ る の み.

1982.3.20

キ レ ン ジ ャ クBombycl〃agaハrulusceηfra'as'ae

Pollakov

ま れ な 冬 鳥.

1982.11.2020ヨ コ/1983.3.275刃 刃

ヒ レ ン ジ ャ クBombyc〃'a/aρoη'cαsSiebold

1例 の 記 録 が あ る の み.

1982.3.22ヨ ヨ

カ ワ ガ ラ スC'ηdαsρa〃as〃 ρa〃as〃Temminck

1990年 に は6月12日 に 観 察 さ れ た 例 が あ る が,

多 く は 秋 か ら早 春 に 飛 来 し,営 巣 は して い な い.

1980.11.12/1980.12.10/1981.2.26/1981.3.9/1981.

10.31/1990.6.12

ミ ソ サ ザ イ τmglod}イeslrog'od》 せes石 αm@aωs

Temminck

冬 季 に 滞 在 し,営 巣 は し て い な い.

1980.11.12/1980.12.30/1981.1.21/1981.2.6/1981.

3.19/1982.1.10/1982.2.21/1987.4.13/1993.3.14/

1993.4.14/1994.4.28

ノ ゴ マLσsclη 伯ca〃oρe(Swinhoe)

夏 鳥.少 数 が 生 息 す る.営 巣 は 未 確 認.

1982.6.18/1985.5.14/1998.6.13

コ ワレリLσsdη'acyaηe(Pallas)

夏 鳥.河 畔 林 お よ び 落 葉 広 葉 樹 林 に 生 息 す る.

営 巣 は 未 確 認.

1981.5.8/1990.5.17/1991.5.18/1993.5.21/1996.5.

22/1997.5.21/1998.5.21/2001.5.16/2002.5.10/2003.

5.10/2004.5.19

ジ ョウ ビタ キP力oeη1cσrusaαroreusaumreus(Pallas)

冬 に ま れ に 飛 来 す る.

1981.2.27♀1/1982.2.21

ノ ビ タ キSax'co'aforqαafasf(》 ηege〃(Parrot)

夏 鳥.繁 殖 して い る と 考 え られ る が 営 巣 は 未 確

認.



川辺:北 海道十勝平野北部,東 居辺の鳥類 43

1975.5.14/1981.4.17/1993.5.12/2004.4.25

トラ ツ グ ミZoofわe旧daσmaaσ ハea(Holandre)

夏 鳥.営 巣 は 未 確 認.

1976.7.4/1980.5.15/1981.4.21/1982.6.24

ク ロ ッ グ ミ τσ耐αscaハd'sTemminck

夏 鳥.春 に 河 畔 林 で よ く噌 る が,営 巣 は 未 確 認.

1980.5.15/1980.5.22/1980.6.8/1981.4.25/1985.5.

23/1987.5.2/1987.5.2/1988.5.17/1989.5.17/1991.6.

3/2003.5.3

ア カ ハ ラ τα耐αscんり/solausc力 り/so'aαsTemminck

夏 鳥,河 畔 林 や 二 次 林 に 生 息 し,繁 殖 が 確 認 さ

れ て い る.

1976.6.29糞 運 び/1981.4.24/1987.7.11/1999 .4.30

/2004.5.19

マ ミ チ ャ ジ ナ イ τσ耐σsoわscσハusGmelin

1例 の 記 録 が あ る の み.

1981.10.31道 路 上 で 保 護

ツ グ ミ τ〃肋sηaαmam'euηomαsTemminck

渡 り の 時 期 に 飛 来 す る.

1980.10.45刃 刃/1980.10.5/1981.2.23/1984 .4.23/

1993.3.13/2001.4.162刃 ヨ

ヤ ブ サ メ 廓osρ 舶 ηasqαamelceρs(Swinhoe)

夏 鳥.繁 殖 の 可 能 性 が 高 い が 営 巣 は 未 確 認.

1987.5.19/1990.5.17/1990.5.9/1992.5.12/1993 .5.

12/2003.5.15/2004.5.11

ウ グ イ スCef〃adZρ んoηeoaηfaηs(Temminck&

Schlegel)

4月 下 旬 か ら5月 上 旬 に 渡 来 し,河 畔 林 や 二 次

林 で よ く噌 る.5月 下 旬 や6月 上 旬 に も 噌 り が 聞

か れ る こ と が あ り繁 殖 の 可 能 性 は あ る が,巣 は 確

認 さ れ て い な い.

1981.5.2/1983.4.25/1984.6.24/1985 .6.4/1989.5.

17/1990.5.2/1990.5.17/1990.5.30/1990 .6.5/1991.5.

1/1991.5.24/1993.5.6/1996 .4.28/1996.6.10/1997.5.

7/2000.5.10/2001.5.16/2001 .5.21/2002.5.3/2002.5.

17/2003.5.3/2003.5.10/2004 .6.13

エ ゾ セ ン ニ ュ ウ 乙ocusfe1伯1白Sαb伯faamη た0伯

Stepanyan

夏 鳥.河 畔 林 に 生 息 す る.営 巣 は未 確 認 .

1976.6.7/1976.8.14/1977.5.28/1984 .5.24/1989.6.

5/1991.6.1/1996.6.10/1997.6.11

コ ヨ シ キ リ ハcmceρ んa'αsb競 〃gたeρsSwinhoe

1例 の 記 録 が あ る の み.

1985.6.20

メ ボ ソ ム シ ク イPんy〃oscoρ αsわoハea鱈Blasius

3例 の 記 録 が あ る の み.「 日 本 鳥 類 目 録 改 訂 第

6版 」(日 本 鳥 学 会2000)で は 北 海 道 で 亜 種 メ ボ

ソ ム シ ク イP.ゐ.κoη 功oψ アα3が 繁 殖 し て い る と さ

れ て い る が,渡 り の 時 期 に の み 観 察 さ れ た.オ オ

ム シ ク イ1) .ゐ.αo吻 加o〃∂i〃3あ る い は コ ム シ ク イ

Pゐ.ゐ07θ α1∫3ら し い(川 辺2003).

1981.6.13/1983.6.8/1998.6.13

エ ゾ ム シ ク イP妙 〃oscoραsfeηe伽esPortenko

夏 鳥.急 峻 な 段 丘 崖 の 森 林 に 生 息 す る.繁 殖 し

て い る こ と は 確 実 と考 え られ る が,営 巣 は未 確 認 .

1980.5.15/1982.5.6/1984.5.27/1984 .6.29/1990.5.

17/1992.5.12/1993.5.6/1993 .5.21/1996.5.8/1996.6.

10/1997.5.7/1997.6.11/1998.4.27/1998.4.29/2001 .

5.21/2002.5.3/2003.5.3/2004.5.11

セ ンダ イ ム シク イPゐy〃oscoρ αscomηaf〃s(Temminck

&Schlegel)

夏 鳥.天 然 林 か ら カ ラ マ ッ 人 工 林 ま で い ろ い ろ

な タ イ プ の 森 林 に 生 息 す る .2004年 に 発 見 さ れ た

巣 は 居 辺 川 の 氾 濫 原 の カ ラ マ ツ 人 工 林 の 根 元 に 作

ら れ て い た.

1975.5.14/1985.5.3/1990 .5.9/1992.5.7/1993.5.21

/1996.6.10/1997.6.11/1998.4.27/2002.5.3/2003.5.

3/2004.5.19卵4個/2004.6.6卵6個

キ ク イ タ ダ キRegu'σsハegu'αs/aρoη1cσsBlakiston

1例 の 記 録 が あ る の み.調 査 地 内 に は 常 緑 針 葉

樹 が 少 な い た め,ま れ に しか 飛 来 しな い .

1981.2.27

キ ビ タ キF/cedσ 伯 ηam灼s加aηam冶s加a(Temminck)

夏 鳥.落 葉 広 葉 樹 林 に 生 息 す る.繁 殖 し て い る

こ と は 確 実 と 考 え られ る が,営 巣 は 未 確 認 .

1975.5.14/1977.5.22/1987 .7.11/1994.5.13/1997.

6.11/2002.5.10/2004.5.19

オ オ ル リCyaηoρ 飴cyaηomelaηacyaηome伯 ηa

(Temminck)

夏 鳥.営 巣 は 未 確 認 で あ る が,居 辺 川 の 浸 食 作

用 で 出 現 し た 崖 で 営 巣 して い る 可 能 性 が 高 い と 考

え ら れ る.

1975.5.14/1982.5.8/1984.5.12/1989 .5.10/1990.6.

23/1993.5.12/1995.5 .18/1994.5.13/1997.5.7/2001.
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5.16/2002.5.3/2004.5.11

コ サ メ ビ タ キMσsclcaρadau副cadaα α〃caPallas

夏 鳥.河 畔 林 や 落 葉 広 葉 樹 林 に 生 息 す る が,営

巣 は 未 確 認.

1980.6.8/1983.6.8/1985.5.23/1997.5.21/2001.5.

212ヨ ヨ/2003.5.10

シ マ エ ナ ガAeg肋a'oscaσdafαslaρoη'cusPrazak

周 年 生 息 し,河 畔 林 お よ び 二 次 林 で 営 巣 す る.

1977.4.7/1980.12.1/1981.1.21/1985.5.9/1985.5.

30巣 に 出 入 り/1990.5.17/2002.5.3/2003.5.10

ハ シ ブ トガ ラPa川sρalus師s力eηsoη1Stejneger

周 年 生 息 し,河 畔 林 や 二 次 林 で 営 巣 す る.

1977.5.10/1980.11.12/1980.5.15巣 作 り/1981.1.

11/1981.3.9/1982.6.4給 餌/1985.5.30抱 卵/1988.5.

10樹 洞 に 出 入 り/1990.5.17抱 卵/1992.5.7営 巣/

2002.5.3巣 材 運 び

コ ガ ラParusmoηfaη αsハesf〃cfusHellmayr

生 息 数 は ハ シ ブ トガ ラ よ り少 な い.2003年 に 営

巣 が 確 認 さ れ た(川 辺2004b).カ ラ マ ッ 人 工 林 の

育 成 が 本 種 の 分 布 拡 大 に 寄 与 して い る よ うで あ る.

1981.12.26/2003.5.15巣 穴 掘 り

ヒ ガ ラParαsaferlηsσ'a〃sHellmayr

繁 殖 期 に カ ラ マ ッ 植 林 地 で み ら れ る が,営 巣 は

未 確 認.カ ラ マ ツ 人 工 林 の 育 成 が 本 種 に 新 た な 生

息 地 を 提 供 し,分 布 拡 大 に 寄 与 し て い る ら し い.

1980.11.12/1981.1.21/1984.5.17/1998.6.13/2003.

5.15/2004.5.11

シ ジ ュ ウ カ ラParusmε 》orm'ηorTemminck&

SchlegeI

河 畔 林 や 二 次 林 に 生 息 し.繁 殖 す る.

1975.5.14/1977.5.22/1980.10.20/1981.3.9/1985.

5.30給 餌/1987.7.11/1990.5.9/1994.5.13/1996.5.22

/1999.4.30/2002.5.3/2003.5.10

シ ロ ハ ラ ゴ ジ ュ ウ カ ラS'πaeαmρaeaas泊flca

Gould

周 年 生 息 し,落 葉 広 葉 樹 林 で 営 巣 す る.

1981.1.9/1985.5.9/1985.5.30給 餌/1990.5.17/

1993.3.14/1996.4.15/2001.5.16/2004.5.19

メ ジ ロzosfemρslaρoηlcus/aρoη'cusTemminck

&SchlegeI

1例 の 記 録 が あ る の み.本 種 は 近 年 十 勝 地 方 の

平 野 部 で 分 布 を 拡 大 し て い る よ う で あ り,今 後 の

動 向 が 注 目 さ れ る.

1996.5.8

ホ オ ジ ロEm加 〃zacloldescめ ρ詔Bonaparte

夏 鳥.林 縁 部 や 伐 開 地 に 生 息 す る.繁 殖 の 可 能

性 が 高 い が 営 巣 は未 確 認.11月 中 旬 の 記 録 が あ る.

1980.11.12/1982.4.4/1983.3.27/1996.5.8

カ シ ラ ダ カEmbe〃zarusf'ca'a伽sclaPortenko

渡 り の 時 期 に 飛 来 す る.

1980.10.20/1980.10.30/1996.4.15/1997.5.7

ミヤ マ ホ オ ジ ロEmbe〃zaelegaηse'egaηsTemminck

渡 り の 時 期 に ま れ に 飛 来 す る.

1983.3.27/1993.3.29

シ マ ア オ ジ εmbe〃zaaureo'aomafaShulpin

1例 の 記 録 が あ る の み.

1981.5.24

ア オ ジEmbe〃zasρodoceρ んa'aρersoηafaTemminck

夏 鳥.林 縁 部 に 生 息 し,営 巣 が 確 認 さ れ て い る.

最 も早 い 渡 来 は1981年 の4月17日.

1980.5.29卵5個/1981.4.17/1987.7.11/1993.4.

28/1997.4.26

オ オ ジ ュ リ ンEmbe〃zaSCんOeη'C1σSρyr所 σ〃ηa

(Swinhoe)

1例 の 記 録 が あ る の み.

2003.5.3♀2

ユ キ ホ オ ジ ロP'ecfmρ 舶 ηaxη1vaおWasowae

Portenko

1例 の 記 録 が あ る の み.馬 の 飼 料 に 集 ま っ て い

た.

1981.2.2380ヨ ヨ

ア トリF〃 ηg〃'amoη 〃1胃ηg〃'aLinnaeus

渡 り の 時 期 に 飛 来 す る.

1983.3.2770刃 ヨ/1990.4.1224コ 刃/2004.4.262ヨ ヨ

カ ワ ラ ヒ ワCardαe〃Sslη'cam1ηor(Temminck&

Schlegel)

夏 鳥.林 縁 部 な ど 開 け た と こ ろ に 生 息 し,営 巣

が 確:認 さ れ て い る.

1977.4.15/1981.6.11巣 に ヒ ナ4羽/1984.4.1/

1987.5.19/1990.5.9/1992.5.12/1993.5.12/1997.4.26

/2003.5.10/2004.4.26

マ ヒ ワCa耐 αeおsρ1ηus(Linnaeus)

冬 か ら春 に 飛 来 す る.

1981.1.1245羽/1983.3.650コ ヨ/1996.4.151ヨ ヨ
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ベ ニ ヒ ワAcaη ㈲s〃ammea〃ammea(Linnaeus)

冬 か ら春 に ま れ に飛 来 す る.

1983.2.262ヨ ヨ/1983.3.2150ヨ ヨ/1996.4.15

ハ ギ マ シ コLeUCOSf'CUfearCfOaわrUη ηeOη〃C力a

(Brandt)

1例 の 記 録 が あ る の み.

1981.3.149刃 刃

オ オ マ シ コCaηPodacusmse〃s(Pallas)

冬 か ら春 に ま れ に飛 来 す る.

1981.1.145]ヨ/1981.2.28♂3♀2/1981.1.12/1981.

3.143ヨ 刃/1981.3.25ヨ 刃/1981.3.8/1981.3.263刃 ヨ

ベ ニ マ シ コUハagUSSめ 個CUSSaηgu的01eηfαS

(Temminck&Schlegel)

夏 鳥 で あ る が,12月 中 旬 に 出 現 し た 例 が あ る.

1976.7.4/1980.12.14/1983.1.3/1984.4.23/1989.6.

5/1992.4.13/1996.4.15/1996.6.10/1997.6.11/2004.

4.16

ウ ソPyr酌 り'aρ翅酌σ1ag〃seノγeη酎sLafresnaye

冬 か ら春 に 飛 来 す る.

1980.12.10/1981.3.26/1982.3.12/1983.1.3/1996.

4.15

イ カ ルEoρ わoηaρe鱈oηa'aρersoηa'a(Temminck

&Schlegel)

繁 殖 期 に し ば し ば 観 察 さ れ て い る が,営 巣 は 未

確 認.

1976.7.72刃 刃/1980.5.22/1981.4.25/1984 .5.27/

1985.5.23/1987.7.112刃 刃

シ メCoccof廓aαsfescoccoオ 力旧 αsfes/aρoη たαs

Temminck&Schlegel

冬 季 の 記 録 は 少 な い.繁 殖 し て い る と 考 え ら れ

る が,営 巣 は 未 確 認.

1977.5.22/1981.2.23/1985.6.20/1989.6.5/1993.5.

21/1994.5.13/1995.5.18/1997.5.21/2001.5.21

ニ ュ ウ ナ イ ス ズ メPasserハ 痴1aηs川 〃1aηs

(Temminck)

夏 鳥.林 縁 部 に 生 息 し,営 巣 し て い る.

1990.5.9/2001.5.16巣 材 運 び/2004.5.11道 路 わ

き の ス ノ ー ポ ー ル 先 端 の 孔 に 巣 材 運 び

ス ズ メPassermoηfa側ssa伽afσsStejneger

人 家 周 辺 に 生 息 し,建 物 に 営 巣 す る.

1980.8.13/1983.6.8/1985.5.23巣 で ヒ ナ の 声

コ ム ク ド リS伽uη αsρ観 ρρeηs旭(Forster)

夏 鳥.個 体 数 は 多 く な い.建 物 で の 営 巣 例 が あ

る.

1981.6.20/1988.5.17巣 に 出 入 り/1997.5.21♀1

ム ク ド リSfuruηusc1ηeraceusTemminck

物 置 の 壁 の 隙 間 な ど に 営 巣 す る.

1981.4.13/1982.5給 餌

ミ ヤ マ カケ スGaA剛 σsg'aηda〃usわ 旧ηd甜Eversmann

周 年 生 息 し,繁 殖 して い る と 推 測 さ れ る が,営

巣 は 未 確 認.

1976.7.7/1980.5.13/1980。12.5/1981.2.23/1981.6.

19/1982.7.1/1984.6.28/1989.6.5/1990.5.17/1992.5.

12/1994.5.13/1996.5.8

ハ シボ ソ ガ ラ スCon/usooハoηeo〃eηfa〃sEversmann

河 畔 林 で 営 巣 が 確 認 さ れ て い る.

1976.6.2/1976.7.2家 族 群6羽/1985.6.4/2002 .5.

3抱 卵

ハ シ ブ トガ ラ スCorγ αsmacm吻 ηcんos/aρoηeη諮

Bonaparte

河 畔 林 や 落 葉 広 葉 樹 林 で の 営 巣 が 確 認 さ れ て い

る.

1977.4.7巣 材 運 び/2003.5.10抱 卵/2004.5.11抱

卵

考 察

エゾムシクイとウグイスの分布制限要因

十勝平野の森林に生息する鳥類で分布が注目さ

れるのは,エ ゾムシクイ ・ウグイス ・コガラなど

である.コ ガラについては既に報告 した(川 辺

2004b)の で,こ こではエゾムシクイとウグイス

の分布制限要因について考察する.

エゾムシクイの近縁種であるセンダイムシクイ

は十勝平野の森林に広 く分布 しているが,エ ゾム

シクイは十勝平野の中央部分には分布 していない

(図3).北 海道における両者の分布を分析 した藤

巻(2001)は,エ ゾムシクイよりセンダイムシク

イがさまざまなタイプの森林に生息可能であるこ

とからセンダイムシクイの 「生息環境の幅の広さ」

を指摘 した.

両者の生息環境選択の幅に関わる要因として注

目されるのは,両 者の営巣場所の違いである.清

棲(1978)は,エ ゾムシクイは崖地特に樹根が多

数下が った崖 くずれ後の洞中を営巣場所 として選
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図3.十 勝 地 方 に お け る エ ゾ ム シ ク イ(a)と セ ンダ イ ム シ ク イ(b)の 繁 殖 分 布.(藤 巻2001よ り一 部 引用.黒 丸 が 生

息 確認.白 丸 が生 息未 確 認.)

Figure.3.ThebreedingdistributionofEasternPale-leggedLeafWarbler(a)andEasternCrownedLeaf

Warbler(b)inTokachidistrict.(afterFujimaki2001,●:occurrence,○:nooccurrence)

ぶ こ とが 多 く,セ ン ダイ ム シ クイ は草 の 根 元 の 地

上 や 崖 の くぼ み に 営 巣 す る,と 述 べ て い る.ま た

Brazil(1991)は,エ ゾ ム シク イがprotrudingroot

(根上 りの ことだ ろう)やoverhangingbankの 下

に営 巣 し,セ ンダ イ ム シク イが 地 面 に営 巣 す る と

して い る.つ ま りエ ゾ ム シク イ に と って崖 が営 巣

場 所 と して大 きな意 味 を もっ とい う こ とで あ る.

本調査地には居辺川の浸食作用によってできた崖

が存 在 す る.し た が って,本 調 査 地 に お け る エ ソ

ム シ ク イ の 生 息 理 由 は,清 棲(1978)やBrazi1

(1991)の 指摘する営巣条件から説明できる.

十勝平野は石狩平野のような沖積平野ではない.

十勝平野はかつての湖が地殻の隆起により陸化

して出現 した.こ の平野は多 くの平坦な河成段丘

面によって構成されている.平 野の西側を日高山

脈に,北 側を石狩山地(大 雪山系)に,南 側から

東側を豊頃丘陵,白 糠丘陵によって画されている.

河成段丘面のなかでも東側の押帯台地と幕別台地

は基盤の上昇傾向が強 く深い谷が発達する(図4;

十勝団体研究会1978).つ まり,十 勝平野といわ

れる平坦面が広がる地域は主に士幌川および札内

川以西である.エ ゾムシクイがほとんど分布 して

いないのはこの地域である.こ の地域には段丘崖

があるものの比高が小さく急傾斜地 も限定される

ため崖が乏 しい.こ のような地形的要因が営巣場

図4.十 勝 地 方 の地 形 区分(十 勝 団 体 研 究 会1978よ り

引 用)

Figure.4.ThelandformdivisioninTokachidistrict

(afterTokachiResearchGroup1978).
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図5.十 勝 地 方 に お け る ウ グ イ ス の 繁 殖 分 布(藤 巻 ・

橋 本1987よ り一 部 引 用.小 さ い 黒 丸 は繁 殖 不 明)

Figure.5.ThebreedingdistributionofBushWarbler

inTokachidistrict(afterFujimaki&Hashimoto1987)
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図6.北 海 道 に お け る イ カ ル チ ドリの 繁 殖 分 布(日 本

野 鳥 の 会1980よ り一 部 引 用.小 さ い黒 丸 は繁 殖 不 明)

Figure.6.ThebreedingdistributionofLong-billed

PloverinHokkaido(afterWBSJ1980)

所 と して崖 を選 好 す るエ ゾ ム シ クイ の生 息 を 困 難

に して い る と考 え られ る.

ウ グイ ス も十 勝 平 野 の森 林 に は分 布 して い な い

(図5).ウ グイ ス は長 流 枝 丘 陵,幕 別 台地 に も分

布 せ ず,分 布 しな い地 域 はエ ゾ ム シ クイ よ り も東

に 広 が る.ウ グ イ ス は 潅 木 ・ス ス キ 翅 駝oη伽3

3'ηεη鋸 ・サ サ(303α 属)に 巣 をっ くる こ とが知 ら

れ て い る(清 棲1978,Brazil1991).長 流 枝 丘 陵,

幕 別 台地 を含 む十 勝平 野 の河 成段 丘 面 の大部 分 は,

カ シワ林 に覆 わ れて い る(紺 野1993).カ シ ワ林 の

林 床 は,ミ ヤ コザ サ(オ オ クマザサ8α枷c加 πocθα)

が 優 占 し,潅 木類 が乏 しい傾 向 が あ る.ミ ヤ コザ サ

はクマイザサ513ε ηoηεη5∫3やチ シマザサ51ん 〃ア'1εη5∫3

と異 な り桿 が枝 分 か れ しな い と い う形 態 的 特 性 が

あ り,桿 高 も低 い.こ の よ うな形 態 の ミヤ コザ サ

に ウ グ イ スが 巣 をっ くる こと は難 しい.本 調 査 地

は ミヤ コ ザ サ の 分 布 域 で あ る(豊 岡 ほ か1984)

が,段 丘 崖 に残 る天 然 林 に は潅 木 が 多 く植 生 構 造

は カ シワ林 よ り複 雑 で あ る.本 調 査 地 に お い て営

巣 は未 確 認 で あ るが,こ の よ うな植 生 構 造 が ウ グ

イ スの繁 殖 期 の生 息 を可 能 に して い るよ うで あ る.

したが って,十 勝 平 野 にお け る ウ グ イ ス の分 布 制

限 要 因 と して,カ シワ林 にお け る ミヤ コ ザ サ の存

在 と カ シワ林 の潅 木 層 の 乏 しさが 考 え られ る.

イ カ ル チ ドリの 生 息 地 選 好 性 と分 布 要 因

今 回,調 査 地 内 の 居 辺 川 で 繁 殖 が 確 認 され た河

川 性 鳥 類 は,セ グ ロ セ キ レイ ・イ カ ル チ ドリ ・イ

ソ シ ギ ・キ セ キ レイ ・カ ワ セ ミの5種 で あ る.セ

グ ロ セキ レイ と イ カル チ ドリは北 海 道 で の分 布 が

限 られ て い る種 で あ る.そ れ は,イ カ ル チ ドリに

お いて よ り顕 著 で あ る(図6).

セ グ ロセ キ レイの 分 布 が 北 海 道 で 限 られ て い る

こ と にっ いて,筆 者 は本 種 の 生 息 地 で あ る砂 礫 川

原 を もっ 河 川 が 北 海 道 に は少 な い こ とが そ の要 因

にな って い る こ と を指 摘 した(川 辺2004a).そ

こで イ カ ル チ ド リの分 布要 因 にっ いて も生 息 地 の

選 好 性 か ら考 察 す る.

本 種 の繁 殖 期 の生 息地 に 関 す る主 な 見 解 は次 の

通 りで あ る.

日本 野 鳥 の 会(1980)は,「 鳥 類 繁 殖 地 図調 査

1978」 の な か で 「河川 の 中 流 か ら上 流 にか けて 多

く」 「巣 は河 川 の 中 ・上 流 の 河 原 や河 洲 の 砂 礫 地

や草 が ま ば らに生 え た場 所 」 に っ く る と した が,

Brazil(1991)は 「thelowerreaches(下 流)」 沿

い で 繁 殖 す る と した.日 本 鳥 学 会(2000)は 「日

本 鳥 類 目録 改 訂 第6版 」 で 「upstreamriverbed

andlakeside(上 流 の 河 床 と湖 岸)」 で 繁 殖 す る

と した の に対 し,藤 巻(2000)は 「北 海 道 鳥 類 目

録 改 訂2版 」 で 「主 に河 川 の 中 ・下 流 部 の河 川 敷

に生 息 す る」 と した.こ の よ うに本 種 の繁 殖 期 の

生 息 地 にっ い て見 解 の一 致 を み て い な い.

中村(1986)は,上 流 ・中流 ・下 流 と区分 せ ず
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に,本 種の生息地を中州の発達 した 「河原石のご

ろごろしているところ」 とした.Brazil(1991)

は本種が下流で繁殖するとしながら,特 に出現す

る場所を 「shinglebanksandshoals(玉 石の河

岸 と州)」 とした.河 井 ほか(2003)は,本 種の

生息地 にっいて 「河川の砂礫地.丸 石のある川の

上流部～中流部で見 られることが多い.山 間部の

河原の発達 した場所でも見 られる」とした.筆 者

は,十 勝地方の音更川において本種がコチ ドリよ

りも上流域の砂礫川原に生息することを報告 した

(川辺1988).今 回,小 規模河川であるが,砂 礫

川原をもつ居辺川で本種の繁殖が確認された.こ

のようなことか ら本種の生息地は砂礫川原,特 に

大礫(cobble,64～256mm)の 多い砂礫川原であ

ることが明確:になった.

このような砂礫川原は,セ グロセキレイの生息

地 と共通 している.筆 者 は,さ きにセグロセキレ

イの生息地 にっいて議論 したなかで,砂 礫川原の

出現する場所は河川の特性と結びついており,セ

グロセキ レイの生息地を中流 ・下流と一般化でき

ないことを指摘 した(川 辺2004a).し たがって,

どのような性質の河川であるかを明確にせずに本

種の生息地を上流 ・中流 ・下流 と記載することは

避けるべきである.

砂礫川原をもっ河川は,洪 水時に砂礫の運搬堆

積作用が活発なため流路が網の目状となる網状流

河川 となることが多い.網 状流河川では,多 くの

中州や寄州ができ,そ こに浅瀬が出現する.そ れ

ぞれの浅瀬を合わせた面積は大きいものになる.

このため網状流河川は,主 に水生昆虫を水際で採

食するセグロセキレイにとって好適な生息地となっ

ていることが知られている(川 辺2005c).具 体

的な調査を行なっていないが,イ カルチ ドリの場

合 もこのような網状流河川の水際での採食の有利

性が砂礫川原をもっ河川を選好する要因になって

いると考え られる.し たがって,イ カルチ ドリの

分布が北海道において限 られているのは,砂 礫川

原を もっ河川が北海道に少ないことが主な理由に

なっている,と 筆者は考える.

お わ り に

1975年以来セキレイ類を中心に調査を行なって

きたため,セ キレイ類以外の鳥にっいて定量的な

調査を実施 していない.し たがって,具 体的デー

タを基に個体数の増減を議論できないのだが,ヨ

タカ ・ジュウイチ ・コノハズク ・ヤマシギなどは

近年観察されてお らず,個 体数の減少が懸念され

る.今 後は,こ れ らの種の生息の実態解明に努め

たいと考えている.

調査にあたっては,坂 井守氏(故 人),宮 内昭二

氏,田 岡正好氏,東 居辺小学校の皆さんに便宜を

図 っていただいた.松 田まゆみ氏にはいっも調査

に協力いただいた.斎 藤潤氏には英文の校閲をし

ていただいた.こ れらの方々に厚 くお礼申し上げ

ます.
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Summary

IstudiedbirdsatHigashioribe,KamishihorointhenorthernpartsofTokachi

Plain,HokkaidofromMay1975toDecember2004.Onehundredthirteenspecies

wererecordedatthisarea.Twenty-fivespeciesoutofthespeciesobservedwere

notreportedinthisareabeforethedurationmentionedabove.Itwasidentified

bysongsthatthebirdconsideredtobeArcticWarblerwasnot、P1ワ1103cρ ρ〃3

ゐoγθα1∫5κoη'乃o∂b1ツ03butP.ゐ.ゐ07θ01/30r1).ゐ.αo纏 ηoη ∂加.Theywerepassage

migrants.ItisthoughtthatthefactorlimitingdistributionofEasternPale-

leggedLeafWarblerinTokachiPlainisthescarcityofthecliffsthatprovides

nestingplacesforthisspecies.ItisconsideredthatthedistributionofBush

WarblerinTokachiPlainisrestrictedbytwofactors.Namelyoneisthat505α

c乃 απocθowhichisinadequatetobenestedbythisspeciesisdistributedbroadly

inTokachiPlain,anotheristhatthebushlayerwhichprovidesnestsites

forthisspeciesisscarce.ItwasclarifiedthatthesuitablehabitatforLong-

billedPloverwassandandgraveldryriverbeds.Anoccurrenceofsandand

graveldryriverbedsdependsonthecharacteristicofrivers.Therefore,itis

notappropriatethattheirhabitatsaredescribedastheupperstreams,the

midstreamsorthelowerreaches.


